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（１） 背 景

高山市は、トンネル１７箇所、大型カルバート３箇所、横断歩道橋１箇所、シェッド３

箇所の道路施設を管理している。（令和 7年 1月現在）

これらの施設は１９５０年代にはじまる高度経済成長期を中心に多く建設され、建設後

４０～５０年経過している構造物が多く存在し、今後急速に高齢化が進行していく状態と

なっている。

（２） 目 的

今後老朽化する道路施設の増大に対応するため、個別施設計画を策定することにより、

従来の事後的な修繕等の対策から予防的な対策へと円滑な方針転換を図るとともに、構造

物の長寿命化、修繕等に係る費用の縮減を図りつつ、地域の道路網の安全性・信頼性を確

保することを目的とする。

高山市が管理している道路施設の総延長は、約２．８ｋｍである。

建設後の平均経過年数は約５１年であり、建設後５０年を越える道路施設の割合は６

３％に達し、高齢化が急速に進んでいく状況である。

現在においてもコンクリート部材のひび割れやはく落、漏水、鋼材の腐食等が確実に進

行しており、定期点検による状況の把握（早期発見）、点検結果に基づく対策（早期補修・

修繕）が必要である。

２．道路施設の現状と課題

１．個別施設計画策定の背景と目的
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高山市は、平成２６年７月に施行された道路法の改正により、道路施設の定期点検が義

務化されたことを受け、平成２６年度より定期点検を実施している。

定期点検は、以下の点検マニュアルに基づき行い、結果は４段階で区分する。

＜トンネル＞

岐阜県トンネル点検マニュアル

（令和２年３月改定版 岐阜県県土整備部道路維持課）

＜ボックスカルバート＞

岐阜県ボックスカルバート点検マニュアル

（令和２年３月改定版 岐阜県県土整備部道路維持課）

＜横断歩道橋＞

岐阜県横断歩道橋点検マニュアル

（令和２年３月改定版 岐阜県県土整備部道路維持課）

＜シェッド＞

岐阜県シェッド点検マニュアル

（令和２年３月改定版 岐阜県県土整備部道路維持課）

近接目視による点検状況

３．道路施設の点検状況
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（１）点検結果

状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の

観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に

措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、または生じる可

能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

区分

高

健
全

度

低

高山市が管理する全２２施設の内、

判定Ⅳ： １箇所

判定Ⅲ：１２箇所

判定Ⅱ： ８箇所

判定Ⅰ： １箇所

という点検結果となっている。

判定Ⅳの道路施設については現在通行止めと

している。

判定Ⅲの道路施設については順次、補修工事等

の対応を進めている。
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老朽化・長寿命化対策の本格実施にあたり、『点検』→『診断』→『措置』→『記録』の

メンテナンスサイクルを推進し、より効率的・効果的な維持管理に努める。

４．道路施設のメンテナンスサイクルの考え方
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高山市の管理する『トンネル』、『カルバート』、『横断歩道橋』、『シェッド』について今

後の老朽化に対応していくために、個別施設計画を策定し効率的・効果的な維持管理を実

施することで、道路施設の長寿命化を図る。

（１）老朽化対策における基本方針

●点検・修繕サイクルの考え方

個別施設計画は、５年間を１サイクルとし計画する。

定期点検を５年に１回の間隔で実施し、点検により判定Ⅳ・Ⅲの結果が出た場合は、点

検年度内に応急対策を実施する。その翌年度に修繕設計、翌々年度に修繕工事を実施する

ことを基本とする。

判定Ⅱの場合は日常的な巡回や監視を行い、変状の進行を確認する。

点検・修繕サイクルイメージ

0 1 2 3 4 5年後 6 7 8 9 10年後

緊急

対策

早期

対策

Ⅱa 重点的に監視

Ⅱb 監視（日常の巡回等）

健全 －Ⅰ

判定区分 対策方針

点検年度内に応急対策

翌年度に修繕設計

翌々年度に修繕工事

メンテナンスサイクル

Ⅱ
予防

保全

Ⅳ

Ⅲ

点検

点検

点検

点検

点検

点検

点検

点検

点検

点検

点検

点検

応急

対策
修繕

設計

修繕

工事

応急

対策
修繕

設計

修繕

工事

点検

点検

点検

監視

日常巡回による状況把握 日常巡回による状況把握

※修繕項目が多く、単年での修繕が困難な場合は、複数年に掛けて工事を行う場合がある。

５．計画全体の方針
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●優先順位の考え方

対策の優先順位は、路線の重要性、点検結果に基づく早期対応が必要な道路施設、迂回

路の有無等の観点から総合的に判断する。

＜路線の重要性＞

１）緊急輸送路及び代替路線上の構造物、線路・緊急輸送路及び代替路線が構造物上を

渡るもの

２）孤立集落対策として必要な構造物

３）集落間を結ぶ幹線道路の位置づけとなっている路線上の構造物

４）公共施設・重要施設等へのアクセス道路・管理道路となる路線上の構造物

＜点検結果に基づく早期対応が必要な道路施設＞

トンネル 判定結果と措置対応

区 分 措置対応

Ⅰ 健 全 なし

Ⅱb 軽微な変状で安全性・構造安定性の低下に

懸念はないもの

継続監視

Ⅱa 変状があり将来、安全性・構造安定性の低

下が懸念され、計画的な対策が必要なもの

継続監視し、計画的に対策を検討する

Ⅲ 変状があり安全性・構造安定性の確保に懸

念があるため早急な対応が必要なもの

早急に対策を検討する

（１年程度）※

Ⅳ 変状が大きく、安全性・呼応増安定性に大

きな懸念があるため、直ちに対策が必要な

もの

通行止め

早急に対策を検討する

（１年程度）※

※判定区分でⅣ・Ⅲ判定のものについては１年程度での対策を検討する事となっているが、

路線の重要性が著しく低い場合においては期間を遅らせる場合がある。

ボックスカルバート・横断歩道橋点検・シェッド 判定結果と措置対応

区 分 措置対応

Ⅰ 健 全 なし

Ⅱ 予防保全段階 Ⅲ判定の構造物を修繕後、計画的に実施

Ⅲ 早期措置段階 点検後、５年以内に修繕

Ⅳ 緊急措置段階 通行止め
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（２）新技術等の活用方針

定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化や費用縮減等を図るために、新技術

等の活用を推進する。

新技術の選定に当たっては、『新技術情報提供システム（NETIS）』や『点検支援技術性能

カタログ』等を参考とし活用を検討する。

点検支援技術性能カタログ（例）

新技術情報提供システム（NETIS）



9

道路施設を維持管理する上で、多額の費用を要す

る事後保全ではなく、予防保全へとシフトしていく

必要がある。

現在は判定Ⅲの道路施設を優先して修繕していくこ

とになるが、最終的には予防保全へ移行しコストの

縮減を図る。

また、初期費用のみではなくライフサイクルコスト

も考慮して工法の選定を行うことで費用の縮減を図

る。

予防保全による計画的な維持管理

事後保全による維持管理

健

全
度

管理基準

使用限界

機能停止

経過年数

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

コ

ス

ト

事後保全

予防保全

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

令和１０年までに長寿命化修繕予定のトンネル２

箇所、道路付属物のシェッド２箇所について、NETIS

等に掲載されている新技術の活用と効率化により、約

８００万円のコスト縮減を目指す。

トンネル：５５０万円、シェッド：２５０万円

（３）費用の縮減に関する具体的な方針

●費用の縮減を図るための基本方針

●新技術の活用による費用縮減に関する具体的な方針

●市道の集約化・廃止方針及び費用縮減に関する具体的な方針

高山市の管理する市道において、周辺状況や利用状況を踏まえ地元同意が得られ、将来

的な維持管理費と比較しコスト縮減が図れる路線について市道の集約化・廃止を実施する。

現在、市道廃止を検討している路線および、路線内施設は下表のとおりである。

高山市公共施設等総合管理計画（中期前半計画 令和７年度～令和１１年度）における

方針に基づき、令和１１年度までに上記５路線の集約化・廃止を実施し、法定点検５年間

に要する当該路線の約１，８００万円の点検費用のコスト縮減を目指す。

トンネル：１，６００万円、シェッド：２００万円

上記５路線以外(トンネル、横断歩道橋、シェッド、大型カルバート)については、幹線道

路で重要な路線のほか、山間部に位置しており、迂回のために多くの時間を要する路線の

ため、社会活動等に与える影響が大きく集約化・撤去を行うことが困難である。

路線名 トンネル・シェッド名 備考

市道徳河線 横道１号トンネル

横道２号トンネル

横道３号トンネル

トンネル先の徳河橋

を廃止予定

市道近城線 日和田１号トンネル

日和田２号トンネル

車両通行止め

市道水屋谷２号線 日和田３号トンネル 市道封鎖中

市道土蔵線 上ヶ洞５号トンネル 市道封鎖中

市道三谷３号線 三谷シェッド 車両通行止め



10

各種方針に基づき個別施設計画を作成し、計画的に対策を実施する。

次頁より個別施設計画を添付する。

６．個別施設計画



〇〇〇〇個別施設計画個別施設計画個別施設計画個別施設計画

トンネル

起点側位置 建設年次
経過

年数

幅員(m)
壁面

区分

路面

区分

ＴＮ

等級

内部施設 施設管理計画　（ 〇定期点検　□設計　●修繕工事 ）

点検結果
路線

重要度

備考番号 国交省番号 名称 カナヨミ 市道名 場所 地域 施工法 延長 有効高 換気施設 照明施設 非常用施設 第1期点検計画 第2期点検計画 第3期点検計画

緯度 経度 和暦 西暦 道路部 車道 歩道 通報装置 非常警報装置 消火施設 その他 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 第1期 第2期 第3期

1
TU0-212032-00001

山王トンネル ｻﾝﾉｳﾄﾝﾈﾙ 江名子片野線 片野町・江名子町 高山 36.132527 137.267805 NATM H17 2005 20 465 11 6.5 3.5 4.7 ﾊﾟﾈﾙ張 Co C ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● 〇 Ⅱ Ⅱ Ⅱ 高 幹線道路

2
TU0-212032-00002

岩滝トンネル ｲﾜﾀｷﾄﾝﾈﾙ 岩井坊方線 滝町 高山 36.139055 137.350416 NATM H5 1993 32 162 8.5 5.5 1.5 4.7 覆工 Co D ○ ○ 〇 ● 〇 Ⅲ Ⅲ Ⅱ 高 幹線道路

3
TU0-212032-00003

丹生川トンネル ﾆｭｳｶﾜﾄﾝﾈﾙ 岩井坊方線 丹生川町山口 丹生川 36.160944 137.326722 NATM H11 1999 26 603 9.3 5.5 2.1 4.7 覆工 Co C ○ ○ ○ ○ ○ 〇● 〇● Ⅲ Ⅲ Ⅲ 高 幹線道路

4
TU0-212032-00012

上ヶ洞1号トンネル ｶﾐｶﾞﾎﾗ1ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 彦六線 高根町上ヶ洞 高根 36.032297 137.496144 矢板 S41 1966 59 216 7.0 6.0 5.0 覆工 As D ○ ○ 〇 □ ● ● ● 〇 Ⅲ Ⅲ 中 国道361号線の旧道（高根トンネル）

5
TU0-212032-00013

上ヶ洞2号トンネル ｶﾐｶﾞﾎﾗ2ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 彦六線 高根町上ヶ洞 高根 36.031294 137.495313 矢板 S41 1966 59 40 4.5 3.3 4.6 覆工 As D ○ 〇 □ ● ● 〇 Ⅲ Ⅲ 中 〃

6
TU0-212032-00014

上ヶ洞3号トンネル ｶﾐｶﾞﾎﾗ3ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 彦六線 高根町上ヶ洞 高根 36.027577 137.495652 矢板 S43 1968 57 153 4.5 3.3 4.6 覆工 As D ○ 〇 □ 〇 ● ● Ⅲ Ⅲ 中 〃

7
TU0-212032-00015

上ヶ洞4号トンネル ｶﾐｶﾞﾎﾗ4ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 彦六線 高根町上ヶ洞 高根 36.023338 137.49728 矢板 S43 1968 57 122 4.5 3.5 4.7 覆工 As D ○ 〇 □ 〇 ● ● Ⅲ Ⅲ 中 〃　、付属構造物としてシェッド有

8
TU0-212032-00004

横道1号トンネル ﾖｺﾐﾁ1ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 徳河線 高根町中洞 高根 36.067378 137.426017 矢板 S25 1950 75 105 4.7 4.2 3.8 吹付 Co D ○ 〇 〇 Ⅲ Ⅲ 低 集約化・廃止検討

9
TU0-212032-00005

横道2号トンネル ﾖｺﾐﾁ2ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 徳河線 高根町中洞 高根 36.066367 137.426264 矢板 S25 1950 75 55 4.6 4.1 3.7 吹付 Co D ○ 〇 〇 Ⅲ Ⅲ 低 〃

10
TU0-212032-00006

横道3号トンネル ﾖｺﾐﾁ3ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 徳河線 高根町中洞 高根 36.065286 137.427147 矢板 S25 1950 75 30 4.3 3.8 3.9 吹付 Co D ○ 〇 〇 Ⅲ Ⅲ 低 〃

コウクラトンネル ｺｳｸﾗﾄﾝﾈﾙ 双六金木戸線 上宝町金木戸 上宝 - - - - - - - - - - 〇 - - 中 R8年8月～ 共用開始

11
TU0-212032-00009

コウクラトンネル ｺｳｸﾗﾄﾝﾈﾙ 双六金木戸線 上宝町金木戸 上宝 36.320911 137.411683 その他 S23 1948 77 64 3.1 2.6 4.5 覆工 As D ○ 〇 - - - - - Ⅲ Ⅲ - 中 R8年8月から新トンネル共用開始

12
TU0-212032-00007

久母多トンネル ｸﾎﾞﾀﾄﾝﾈﾙ 久母多線 朝日町小瀬ヶ洞 朝日 36.045136 137.396675 矢板 S25 1950 75 37 4.5 3.5 3.8 吹付 As D ○ 〇 ● 〇 Ⅲ Ⅲ 中 県道435号線の旧道（鈴蘭トンネル）

13
TU0-212032-00008

朝日堰堤トンネル ｱｻﾋｴﾝﾃｲﾄﾝﾈﾙ 寺附線 朝日町寺附 朝日 36.078903 137.412619 矢板 S25 1950 75 118 4.5 3.5 4.0 覆工 As D ○ 〇 □ 〇 Ⅲ Ⅲ 中 朝日堰堤ダム

14
TU0-212032-00010

日和田1号トンネル ﾋﾜﾀﾞ1ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 近城線 高根町上ヶ洞 高根 36.018528 137.501627 矢板 不明 不明 - 109 3.5 3.5 4.6 覆工 As D ○ Ⅳ － 低 路線通行止め

15
TU0-212032-00011

日和田2号トンネル ﾋﾜﾀﾞ2ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 近城線 高根町上ヶ洞 高根 36.017274 137.505337 矢板 不明 不明 - 69 3.5 3.5 4.7 吹付 As D ○ Ⅱ － 低 〃　、付属構造物としてシェッド有

- 日和田3号トンネル ﾋﾜﾀﾞ3ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 水屋谷2号線 高根町日和田 高根 矢板 102 4.5 4 4.2 吹付 As D － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 市道封鎖

- 上ヶ洞5号トンネル ｶﾐｶﾞﾎﾗ5ｺﾞｳﾄﾝﾈﾙ 土倉線 高根町上ヶ洞 高根 矢板 97 3.5 3.5 4.8 覆工 As D － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 〃

※塗りつぶしている路線は廃止検討中である

大型カルバート

番号 コード 名称 カナヨミ 市道名 場所 地域 形式

建設年次
経過

年数

延長

幅員(m)
路面

区分

路上・下

条件

内部施設 施設管理計画　（ 〇定期点検　□設計　●修繕工事 ）

点検結果
路線

重要度

備考起点側位置 有効高

換気施設 照明施設

非常用施設 第1期点検計画 第2期点検計画 第3期点検計画

緯度 経度 和暦 西暦 道路部 車道 歩道
通報装置 非常警報装置 消火施設 その他 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 第1期 第2期 第3期

1
CL0-212032-00009 花里昭和アンダーパス ﾊﾅｻﾄｼｮｳﾜｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ 花里昭和1号線 花里町・昭和町 高山 36.14279 137.251235

現場打BOX
H21 2009 16 152.2 11.4 7.5 3.5 As JR ○ ○ ○ ○ Ⅱ Ⅱ 高 JRのアンダーパス

2
CL0-212032-00008

桐生下岡本跨道 ｷﾘｭｳｼﾓｵｶﾓﾄｺﾄﾞｳ 桐生下岡本2号線 桐生町・下岡本町 高山 36.154344 137.248289 現場打BOX 不明 不明 - 67.6 2.5 2 - Co JR ○ ○ ○ Ⅱ Ⅱ 高 JRのアンダーパス

3
CL0-212032-00007

山口ｱｰﾁｶﾙﾊﾞｰﾄ ﾔﾏｸﾞﾁｱｰﾁｶﾙﾊﾞｰﾄ 山口漆垣内3号線 山口町 高山 36.130394 137.301483
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｱｰﾁ

H20 2008 17 11.7 7.1 5.5 - As 市道 ○ ○ ○ Ⅰ Ⅰ 高 幹線道路

横断歩道橋

番号 コード 名称 カナヨミ 市道名 場所 地域

起点側位置

形式

建設年次
経過

年数

延長

幅員(m)
路面

区分

路上・下

条件

内部施設 施設管理計画　（ 〇定期点検　□設計　●修繕工事 ）

点検結果
路線

重要度

備考有効高

昇降形式 照明施設

防護施設等 第1期点検計画 第2期点検計画 第3期点検計画

緯度 経度 和暦 西暦 道路部 車道 歩道 通路部 階段部
目隠し板・裾隠し板

その他 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 第1期 第2期 第3期

1
FB1-212032-00001

曙横断歩道橋 ｱｹﾎﾞﾉｵｳﾀﾞﾝﾎﾄﾞｳｷｮｳ （曙三福寺線上空） 曙町 高山 36.146389 137.267778 鋼I桁 S49 1974 51 38 1.5 市道 階段 ○ ○ ○ 〇 〇● 〇 Ⅱ Ⅲ 高 小学校の通学路

シェッド

番号 コード 名称 カナヨミ 市道名 場所 地域 形式

建設年次
経過

年数

延長

幅員(m)
路面

区分

路上・下

条件

内部施設 施設管理計画　（ 〇定期点検　□設計　●修繕工事 ）

点検結果
路線

重要度

備考起点側位置 有効高

換気施設 照明施設

非常用施設 第1期点検計画 第2期点検計画 第3期点検計画

緯度 経度 和暦 西暦 道路部 車道 歩道 通報装置 非常警報装置 消火施設 その他 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 第1期 第2期 第3期

1
SH0-212032-00002

佳留萱スノーシェッド ｶﾙｶﾔｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 蒲田線 奥飛騨温泉郷神坂 上宝 36.26030675 137.5567121 逆L型 S58 1983 42 87 7.0 5.5 4.7 As 〇 〇 〇 □ ● Ⅰ Ⅱ Ⅲ 高 濃飛バス路線

2
SH0-212032-00004

毛池ロックシェッド ｹｲｹﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 蒲田線 奥飛騨温泉郷神坂 上宝 36.25845586 137.5542546 逆L型 S49 1974 51 52 5.0 5.0 4.5 As 〇 〇 〇 □ ● Ⅰ Ⅱ Ⅲ 高 〃

3
SH0-212032-00005

三谷シェッド ｻﾝﾀﾞﾆｼｪｯﾄﾞ 三谷3号線 荘川町三谷 荘川 36.05000616 136.9861608 逆L型 S63 1988 37 28.6 7.0 7.0 4.7 As 〇 〇 〇 - Ⅱ Ⅱ 中 国道158号線の旧道、路線通行止め

※塗りつぶしている路線は廃止検討中である
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〇〇〇〇点検点検点検点検・・・・修繕計画修繕計画修繕計画修繕計画

単位：千円

種別 名称 地域

第2期点検計画 第3期点検計画

構造物毎

事業費

対　策　内　容

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事 点検 設計 工事

山王トンネル 高山 4,036 2,766 4,000 10,802 定期点検による継続監視

岩滝トンネル 高山 1,228 1,446 1,200 3,874 〃

丹生川トンネル 丹生川 4,746 13,438 4,800 22,984 〃

上ヶ洞1号トンネル 高根 3,999 11,686 6,434 12,529 20,000 5,000 59,648 剥落防止工、漏水対策工、空洞充填工

上ヶ洞2号トンネル 高根 571 2,164 1,884 9,743 2,000 16,362 〃

上ヶ洞3号トンネル 高根 2,160 7,038 3,000 22,800 25,000 59,998 〃

上ヶ洞4号トンネル 高根 1,740 5,612 2,500 12,700 15,000 37,552 〃

トンネル 横道1号トンネル 高根 2,228 3,000 5,228 集約化・廃止検討

横道2号トンネル 高根 1,167 2,000 3,167 〃

横道3号トンネル 高根 637 1,000 1,637 〃

コウクラトンネル 上宝 - - - - - - - - - - - - - - - 3,000 3,000 R8年8月～　共用開始

コウクラトンネル 上宝 1,358 - - - - - - - - - - - - - - - 1,358 新トンネル共用開始後に廃止

久母多トンネル 朝日 925 2,000 1,500 4,425 路面修繕工

朝日堰堤トンネル 朝日 3,122 11,548 4,000 18,670 剥落防止工、漏水対策工、空洞充填工

日和田1号トンネル 高根 0 集約化・廃止検討

日和田2号トンネル 高根 0 〃

年度別項目別計 10,010 0 13,438 8,470 0 4,212 5,390 13,850 0 4,047 12,650 8,318 0 11,548 22,272 10,000 0 20,000 7,000 0 0 11,500 0 2,000 8,500 0 35,500 0 0 40,000

248,705

年度別計 23,448 12,682 19,240 25,015 33,820 30,000 7,000 13,500 44,000 40,000

歩道橋

曙横断歩道橋 高山 1760 1,276 3000 6,036 定期点検による継続監視

年度別項目別計 0 0 0 1,760 0 1,276 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,036

年度別計 0 3,036 0 0 0 0 3,000 0 0 0

ｶﾙﾊﾞｰﾄ

昭和町ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ 高山 3,304 4,500 7,804 定期点検による継続監視

桐生町ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ 高山 1,577 2,000 3,577 〃

山口町ｱｰﾁｶﾙﾊﾞｰﾄ 高山 1,169 500 1,669 〃

年度別項目別計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,050 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7,000 0 0

13,050

年度別計 0 0 0 0 6,050 0 0 0 0 7,000

シェッド

佳留萱スノーシェッド 上宝 0 3,000 10,500 25,500 39,000 断面修復工、頂板防水工

毛池ロックシェッド 上宝 0 2,000 9,500 12,500 24,000 〃

三谷シェッド 荘川 0 0 集約化・廃止検討

年度別項目別計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,000 0 0 0 20,000 0 0 0 38,000 0 0 0 0 0 0

63,000

年度別計 0 0 0 0 0 5,000 20,000 38,000 0 0

年度別事業費合計 23,448 15,718 19,240 25,015 39,870 35,000 30,000 51,500 44,000 47,000 330,791

※塗りつぶしている路線は廃止検討中である
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コウクラトンネル

朝日堰堤トンネル

横道２号トンネル

横道１号トンネル

久母多トンネル

上ヶ洞４号トンネル

山王トンネル

岩滝トンネル

丹生川トンネル

花里昭和アンダーパス

上ヶ洞２号トンネル

上ヶ洞１号トンネル

日和田２号トンネル

日和田１号トンネル

桐生下岡本跨道

山口アーチカルバート

曙横断歩道橋

横道３号トンネル

上ヶ洞３号トンネル

トンネル

横断歩道橋

カルバート

凡例

シェッド

三谷シェッド

佳留萱スノーシェッド

毛池ロックシェッド

コウクラトンネル

横道1号トンネル 横道2号トンネル 横道3号トンネル

朝日堰堤トンネル 久母多トンネル

日和田1号トンネル 日和田2号トンネル

上ヶ洞1号トンネル 上ヶ洞2号トンネル 上ヶ洞3号トンネル

上ヶ洞4号トンネル

花里昭和アンダーパス桐生下岡本跨道山口アーチカルバート

山王トンネル 岩滝トンネル 丹生川トンネル

曙横断歩道橋

三谷シェッド

佳留萱スノーシェッド

毛池ロックシェッド

施設位置図
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